
氷ノ山渓谷の水生昆虫ネ

兵庫県北西部、鳥取県境にある氷ノ山 (1510m) の
昆虫は、未開拓のまま残されていたが、近年守本隆也
氏( 未発表〕によって調査がはじめられ、それ以後岩
田・奥谷 (1953，膜麹目〉、氷富 (1953，" ノギアプ類)
中根 (1953.甲虫類) 、山本義 (1955ー，蛾類) 、山本
広・吉阪 (1955ー，蝶類) 諸氏の調査が相次いで報告
された。しかし、水生昆虫については、未だ報告され
ていないように思うので、不完全ながら現在までの調
査の結果を報告したい。
発表にあたり、つねにこん切なご指導を賜っている

京都大学、森主一博士、大串竜一氏並びに河川生態研
究グループの方々、採集生物の同定についてお世話に
なり、いろいろご指導いただいている奈良女子大学、
津田松苗博士、 JI l 合禎次・赤木郁恵、諸氏に心からの感
謝の意を表する。また野外調査にご協力下さった福井
正法君に謝意を表したい。

1. 調査場所の概況
ここに報告する結果は、 1956年 8月下旬及び1958年
8 月上旬に調査したものである。調査範囲は、山頂付

西 村 痘

山頂付近源頭の水温は、 9.60 C で但馬地方の冷湧泉
のそれと等しく、渦虫類の Phagocata vivida ミヤ
マクズムジなどが生息していることよりして、水温は
ほとんど年変化しないものと推察される。中腹の水混
もかなり低〈、山麓といえども一般河流に比べると相
当の差がある。 p Hは山頂のみ酸性を示し、他は7.0で
あった。

2. 底生昆虫群集
(I) 山頂附近の源頭 山頂付近一帯はテジマヂサの

群落であって、源霊童小流も両岸はプナとこのササでお
おわれて日; 光は大部分さえぎられている。源頭の昆虫
群集について第 2表にその 1例を示す。
昆虫相は極めて貧弱であって、毛麹目 3 種、カグロ
ク目 2種、カワグラ目 4 種、双週日・脈麹自が各 1
種、合計 5 e} 11種を数えるに過ぎない。本

第 2表からも明らかなように、毛麹自の Stenoρhy-
laX ondakensis オy ダケトピケラは頂上付近の優占
種である。砂粒でつくった可携性筒巣を持ち、広葉樹
の落菜の上に集つ℃それを食っている。多いとぎは 5

近の源頭( 海抜 1450m) 、中腹北東面( 熊次側、 900 I  c mぐらいの葉の上に 37個体を数えた。津田・赤木両
m ) 、北東山麓( 700m) 等であって、いずれも八木| 氏によると、この種が近畿で採れたのは珍らしいとい
JIIへ注ぐ源流である。調査は著者従来の方法( 西村、 | うことである。牢* Doloρhilodes sp. タニガワトピケ
1957) によって行い、定量採集は山頂、中腹は 30 x  3  Iラ属( 毛麹目〕は小泉・西脇 (1957) も山地種として
c m，山麓は50x50cmの方形区を設定して行った。
山頂付近の源頭は、流れ巾 1 mぐらいの小流で、通

常は水深l Oc m，流速 0.2mfsec程度の緩流である。し
かしこの緩流はやがて滝となり、深いV 字谷につづい
ている。中腹では地蔵堂よりやや上手の小流を調査し
た。流れ巾 2 m，急勾配で流量は源頭付近より相当増
加する。山麓付近については、前に報告したのでここ
では繰返さない( 西村、 1957) 0  

調査地点の水温と p Hを示すと第 1表の通りである。

第 1表氷ノ山渓谷の夏季水温と p H

調査場所 | 年月日 | 時刻 | 石市川

1/ 

ヰ円山川水系( 兵庫県) 水生動物相資料 3
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7.0 
7.0 
7.。

いるが山頂と山麓で採集した。カグロク自の Amelef-
us kyotoensis は今西 (1941) によると源頭のみに産
するとされているが、但馬地方でも今西の報告とよく
一致する。脈麹自の Sialis sp セシプリ属は山頂の
ゴセイ沼に多いことなどから考えて、そこから飛来し
たものと忍われる。

ネ山] 頁にはゴセイ沼と呼ばれるj笠原があり、 トンボ類
を中心とした特殊な群集がみられるが、これについ
ては別に報告する予定で、今回は流水生のものを中
心に述べる O

骨本津田その他(1956)によると、近畿で本種が最初に
発見されたのは、大台ケ原山上塩辛谷とナゴヤ谷で
ある。
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第 2表氷ノ山頂上源頭の水生昆虫群集 (30x3Ocm )

No. 1  No. 2  No. 3  換1 m算Z当しりに
種. 名 1) たf直

個体数| 湿重量

毛麹目 Stenoρhylax 0 再dakensis オシダケトピクラ 3  70 11 310 2  15m17 g  

Doloρhilodes sp. タニガワトピケラ属 1  7  2  10 11 65 

Rhyaco.ρhila articulata トワダナガレトピケラ 1  30 3  110 

カグロ A 附 eletus kyotoensis 2  10 1  5  11 55 
ク目

Paraleρtoρhlebia sp. 3  15 1  6  2  10 22 110 

カワグ Nemoura (Nemoura) sp. '  オナνカワグラ属 2  8  1  4  11 44 
ラ目

NiPoniella limbatella ヤマトカワグラ 1  20 3  69 

Alloρerla sp. ミド Pカワグラ属 1  3  20 

双麹目 Eriocera sp. 1  1  15 11 132 

IDi¥題目 Sialis sp. セシプリ属 1  110 3  407 
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(1) 表は幼虫のみ、成虫では次のものを採集した。毛麹自の Stenoρhylax ondakensis， カワグラ自の
Nemoura (Nemゅura) sp.， Togoρerlalimbata キベリトワゴクカワグラ。

(2) 中選( 北東面) ここでは4 白14種によって群集
が構成されている。目別に種名をあげると次の通りで
ある。
毛麹目 (1) Psilotoreta kisoensis ブタスジキ

ソトピケラ
(2) Psychomyia sp. クダトどケラ属
(3) RhyacoPhila brevice，ρhala ヒロ

アタマナガレトピケラ
(4) Rhyacojうhila sp. R E  
(5) Mystro，ρhora sp. ヤマトピケラ属
(6) Dinarthrodes jtl.ρonica コカク

ツツトピケラ
(7) Neoseverinia crassicornis オオ

カクツツトピケラ
カグロク目 (1) Ecdyonurus tobiironis クロタニ

ガワカグロウ
(2) Ameletus kyotoensis 
(3) 1;ρhemera jaρonica プタスジモ

シカグロク
(4) Baetis sp. コカゲロウ属

カワグラ目 (1) NiPoniella limbatella ヤマトカ
ワグラ

(2) Kamimuria sp. 
鞘麹目 ( I ) Eubrianax sp. 
上のように中腹の昆虫相は源頭とは全く異り、山頂 4
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源頭との共通種は Ameletus kyotoensis ( カグロウ
日) と NiPoniella limbatella ( カワグラ目) の 2種
のみである。ことでは明瞭な優占種は認め難いが、
カグロウ日の Ecdyonurus tobiironis クロタニガワ
カグロウと毛遡目の Dinarthrodes ja.ρonica ゴカタ
ヅヅトピケラが他の種より多い。
ω 山麓源流( 山麓には数カ所滝があってその中の
1つについては調査したが、ここでは記述を省略す
る) 源頭・中綾に比べて山麓は昆虫相は豊富で 5 日28
種を数える。 1956年の結果はすでに報告したが、それ
以後新しく採集したものも加えて示すと次の通りであ
る。

毛想図 ωA今strolうhora sp. ヤマトピケラ属
(2) Steno，ρsyche griseψennis ヒグナ

ガカワトピケラ
(3) Rhyaco，ρhila nigroce.ρhala ムナ

グロナガレトビケラ
(4) Rhyacojうhila niwae ニワナガレ

トピケラ
(5) Brachycentrus sp. カクスイトピ

クラ
(6) Microsema sp. マノレツツトピケ

ラ属
(7) Limnocentropus insolitus キタ

ガミトピケラ
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カワグラ目 (I) 

Uenoa tokunagai クロヅヅトピ
ケラ
G oera japonica ニシギヨウトピ
ケラ
同Idroρsyche ulmeri t)ノレマアジ
マトピケラ
Doloρhilodes sp. タニガワトピ
ケラ属
Dinarthrodes ja.ρonica ゴカクツ
ツトピケラ
Eρhemera jaρonica プタスジモ
シカグロク
Dipteromimus tipuliformis 
Eρheme問 lla basalis オオマダ
ラカグロク
母 hemerella tristina マダラカ
ゲロク
Epeorus latifolium エノレモシヒ
ラタカグロワ
Eρeorus ikanonis 
Ecdyonurus kibunensis 
Baetis sp. コカグロク属
Baetiella sp. ブタパゴカグロク
属
Oyamia seminigra ヒメオオヤ
マカワグラ

(勧 Alloρerla sp. ミドリカワグラ属
(3) Acroneuria stigmatica 

双麹目 (υ Antocha sp. 
(2) Simulium sp. 

51穫になる。
3. 優占種と現存量
山頂、中腹及び山麓の 3地点の優占種と現存量を一

括して示すと第 3表の通りである。
第 3表氷ノ山夏季の優占穫と現存量

(2-V  1-1958) 

生息場所| 水温| 優 占 種

山頂源頭19州 Stenoρhylax 0仰 tz- gr/.m53 2  2. 

中 腹| 1 4 6 1 D i w伽 d t z z a :E cのonurus ;1.03 

山 麓 119.8 1  Stenopsyche nzs ¥11.20 

山頂源頭の現存量は、但馬地方の水量豊かな湧泉と
比べるとやや少ないように思われる。しかし第 2表に
示したように山頂では、 Stenoρhylax ondakensis が
他を圧して多く、全現存量の60% ，を占めることは注目
される。山麓の現存量の値が大きいのは δtenopsyche
grtseψ抑制S の 5令幼虫が多いことに原因しており、
季節によって大きな変化があることは、従来の研究に
よって明らかにされている通りである。

要 約
(I) 1956年 8月と 1958年 8月に、氷ノ山頂上及び中'

腹・山麓北東面の源流を調査した結果 6 自51種余の水
生昆虫を採集した。
(2) 山頂源頭の水温は但馬地方冷湧泉のそれに等し
く、 Stenophylax ondakensis が優占して生息してい
る( 第1，2表)。
(お 山頂、中腹及び山麓源流の夏季の現存量を調査

(3) C hironomidae(3spp.)ユスリカ科
脈遡白 ωProtohermes grandis へピトシポ 目した結果、それぞれ 2.53grfm2，3.03grfm2， 11.20 
上のように毛麹目とカゲロク目が多いが、山頂との!I  grfm2 という値を得た( 第 3表)。
共通種は Doloρhilodes sp. のみである。海抜 145伽n 1
の山頂付近と海抜7∞m の山麓とでは全く出現する種 文 献
類が異るのである。中腹との共通種には毛麹日の M - I  (I) K  Imanishi :  Mem. Coll. Sei.， Kyoto Imp' 
ystro，ρhora sp. ヤマトピケラ属、 Dinarthrodes j，αρ0- I  Univ.， Ser. B， XVI， 1-35 (1941) 
nica コカクツツトピケラ、カグロウ自の Ephemera I  (2) 岩田久二雄・奥谷禎一・永富昭・中根猛彦: 兵
ja.ρomca フタスジモy カグロク等が見られる。ここ 11車生物， 2， 121-125 (1953) 
では Mystroρhora sp. と Stenoρsyche griseipennis I  (3) 小泉清明・西脇正雄: 長良川の生物， 225-245 
ヒグナガカワトピケラが優占種である。山麓水域は7.1<. I  (1957) 
温が低いため、 Stenoρsyche griseiPennis の羽化最盛 I (4) 西村登: 日生態会誌， 6， 156-159 (1957) 
期が渓流、中流域より相当おくれ、 8月 3 日 (1958) I  (5) 津田松首・伊藤隆・川合禎次: 大台ケ原・大杉
年でも羽化直前の婿が高い比率でみられた。 I谷の渓流動物， 1-5 (1956) 
上述の山頂、中腹、山麓源流の水生昆虫相を総括す I (6) 山本広一: 兵庫生物， 3， 22-26 (1955) 
ると、毛麹目 19種、カゲロワ白 12種、カワグラ白 10 I  (7) 山本義丸: 兵庫生物， 3， 3-6 (1955) 
種、双麹目 6種、鞘麹目 2種、脈趨日 2種、合計 6 目 I (8) 古阪道雄: 兵庫生物， 3， 27-29 (1955) 
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